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Ⅰ．日本労働社会学会Ⅰ．日本労働社会学会Ⅰ．日本労働社会学会Ⅰ．日本労働社会学会    第１７第１７第１７第１７回回回回    開催要項開催要項開催要項開催要項    

労働社会学会第１７回大会は、１０月１４日（金）、１５日（土）、１６日（日）、常磐

大学（茨城県水戸市）にて開催されます。１０日１４日（金）は、キャノンの交渉見学１

３時～●時、１０月１５日は自由論題報告及び総会（含 学会奨励賞の授賞式）、そして１
０月１６日（日）はシンポジウム（テーマは「東アジアの雇用・労働とグローバル化」）

を予定しています。会員の皆さんにおかれましては、ふるってご参加いだきますよう、お

願いいたします。 
（１）研究大会における自由論題報告について 
 ６月末日をもって、自由論題報告を受け付けを締め切りました。１１件の応募があ 
り、研究活動委員会での検討を経て、さる７月９日の幹事会にて、すべての応募者に 
ついて、論題報告をいただくこととなりました。 



 報告いただく方々は、報告要旨（Ａ４サイズ１枚におさまる程度）を７月末日必着で、

研究活動委員会、小川慎一幹事に電子メール（添付ファイルの場合はテキスト化する）で

送付願います。なお、やむを得ず郵送の場合は、フロッピーディスクを同封願います（連

絡先は別途、報告者に連絡済み）。 
（２）工場見学について 
 工場見学は、株式会社 キャノンの●●工場を予定しています。見学希望者は、１０月１
４日（金）１３時、常磐線 牛久駅の●●口までご集合ください。 
（３）シンポジウムについて 
  シンポジウムでは、「東アジアの雇用・労働とグローバル化」というテーマのもと、中国、
韓国、タイ等における雇用・労働が、グローバル化の中でどのような変化を辿りつつある

か、またその意味するものは何か等について考えます。 
司会：山田信行氏（駒澤大学） 
＊パネリスト： 

松戸武彦氏（南山大学・総論担当） 

徐向東氏（専修大学講師・株式会社キャストコンサルティング社長・中国担当）  

 金鎔基氏（小樽商科大学・韓国担当） 

＊コメンテータ：鈴木玲氏（韓国担当） 

＊司会：山田信行氏（駒澤大学）   その他調整中 

（４）宿泊について 

 宿泊は、各自にお申し込みいただくこととなりますので、お早めの手続きをよろし 

くお願いいたします。常磐大学へは中心市街地、水戸駅北口が便利です。また料金は変動

することがありますので予約時にお確かめください。 

◆水戸駅北口周辺 

①水戸京成ホテル  シングル９０００、ツイン１３００  

三の丸１－４－７３ e-mail:mito@keiseihotel.co.jp 

TEL:０２９－２２６－３１１１ FAX:０２９－２２６－１２００ 

②三の丸ホテル    シングル７５００、ツイン１１０００ 

三の丸２－１－１ e-mail:info@sannomaru-hotel.co.jp www.sannomaru-hotel.cojp 

TEL:０２９－２２１－３０１１ FAX:０２９－２２１－３０１１ 

③ホテルメッツ水戸 シングル８０００、ツイン１４５００ 朝食付き 

宮町１－１－１ 

TEL:０２９－２２２－３１００ FAX:０２９－２２２－３１０１ 

◆水戸駅南口 

① ホテルレイクビュウ水戸（共済組合） シングル６０００、ツイン１１０００ 

宮町１－６－１５９ e-mail:lv-mito@galaxy.ocn.ne.jp www.hotellakeviewmito.com 

TEL:０２９－２２４－２７２７ FAX:０２９－２２５－０７３７ 

②テラス・ザガーデン シングル９８００、ツイン１８５００ 

宮町１－７ www.hotel-terrace.com 

TEL:０２９－３００－２５００ FAX:０２９－３００－２５４５ 

http://www.sannomaru-hotel.cojp/
http://www.hotellakeviewmito.com/
http://www.hotel-terrace.com/


③水戸ステーションホテル シングル６０００、ツイン１００００ 

桜川１－１－６ e-mail:mitostationhotel@rio.odn.jp 

TEL:０２９－２３１－３１５１ FAX:０２９－２３１－３１５８ 

④プリンスホテル シングルＡ５５００、ツイン９０００ 

桜川２－２－１１ www.mito-prince.cojp 

TEL:０２９－２２７－４１１１ 

⑤東横イン   シングル６０００、ツイン８２００ 

桜川２－３－４０ www.toyoko-inn.com 

TEL:０２９－２２１－１０４５ FAX:０２９－２２１－１０４６ 

⑥ホテルホリデイイン シングル８０００、ツイン１４０００ 

城南２－２－２ www.holiday-inn-mito.co.jp 

TEL:０２９－３００－１１００ FAX:０２９－３００－１１０１ 

⑦水戸オリエンタルホテル シングル６２００、ツイン１２０００ 

城南２－８－２２ www.mito-orientalhotel.jp 

TEL:０２９－２３３－３１１１ TEL:０２９－２３３－３１１２ 

⑧みまつホテル シングルＡ５２５０、ツインＡ１０５００ シングルＢ６３００、ツ 

インＢ１２６００ 

宮町２－４－２６ e-mail:info@mimatsu-hotel.cojp 

TEL:０２９－２２４－３００５ FAX:０２９－２２６－１７８３ 

⑨ホテルステノ シングル５９８５、ツイン８９２５   ホームページ予約は５８００ 

南町１－３－１８ e-mail:front@steno.jp  http://steno.jp 

TEL:０２９－２２５－８８１１ FAX:０２９－２３１－８８８２ 

⑩ホテルサトー シングル６２００、ツイン１２０００ 

南町３-４-５０  

TEL:０２９－２２８－２８１１ FAX:０２９－２２８－２２８８ 

⑪アーバンビジネスホテル シングル４７００、ツイン８１００ 

梅香１－３－４８ 

TEL:０２９－２２１－３３６０ 

⑫スパーホテル水戸 シングル４９８０朝食つき 

泉町３－７－２４ http://www.superhotel.co.jp 

ＴＥＬ０２９－２３１－９０００ ＦＡＸ０２９－２３１－９０１２    

    

Ⅱ．日本Ⅱ．日本Ⅱ．日本Ⅱ．日本労働社会学会労働社会学会労働社会学会労働社会学会    第４回幹事会議事録第４回幹事会議事録第４回幹事会議事録第４回幹事会議事録（（（（事務局事務局事務局事務局    笹原笹原笹原笹原）））） 
第４回幹事会が下記の通り開催されました。議題の多くは、大会開催に関わるものですの

で、報告内容も上記の開催要項と重なる部分がありますが、ご了承ください。 
・開催日時： 2005/7/10（土）午後 12:30～2:00 
・開催場所： 青山学院大学第 18会議室（10Ｆ） 
・出席者：赤堀、小川、大梶、秋元、河西、京谷、高橋、白井、山下、村尾、田中、中川、

笹原、大重（敬称略、順不同、本文中も同様） 

http://www.mito-prince.cojp/
http://www.toyoko-inn.com/
http://www.holiday-inn-mito.co.jp/
http://www.mito-orientalhotel.jp/
http://steno.jp/
http://www.superhotel.co.jp/


・欠席者： 柴田、武居、大槻 
※前回の議事録の出席者から河西幹事のお名前が漏れていました。お詫びいたします。※前回の議事録の出席者から河西幹事のお名前が漏れていました。お詫びいたします。※前回の議事録の出席者から河西幹事のお名前が漏れていました。お詫びいたします。※前回の議事録の出席者から河西幹事のお名前が漏れていました。お詫びいたします。    
 
１．１．１．１．第第第第 17171717回大会回大会回大会回大会についてについてについてについて    研究委員会から（高橋、小川）研究委員会から（高橋、小川）研究委員会から（高橋、小川）研究委員会から（高橋、小川）    
（１）（１）（１）（１）日程について日程について日程について日程について        

10月 14日午後工場見学、15日午前・午後自由報告、16日午前シンポジウム 
（２）（２）（２）（２）工場見学：工場見学：工場見学：工場見学：    
10月 14日(金) 13時牛久駅集合。バスでキャノンの牛久工場へ（13:30～２時間） 

15時常磐線下りで水戸へ。その後幹事会の予定。 
 宿泊リストを会員に配布する予定。ただし宿泊費については確認が必要。 
（３）（３）（３）（３）自由報告自由報告自由報告自由報告：エントリーは 11本と例年より多いが一会場でやりたい。報告時間一人 20
分＋５分質疑 ×11本＝ 25×11＝ 275分  ４時間 35分 
また内容で３つのセッションに分けたい。司会者については適任者に依頼する。 
１．雇用管理・賃金管理、２．ジェンダー・ライフスタイル、３．労働政策・労使関係 
また報告者に年報等に投稿してもらえるよう、投稿を呼びかけることにしたい。 
（４）（４）（４）（４）シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム：：：：タイトルとして「東アジアの雇用・労働とグローバル化」を考えて

いる。司会は、山田信行氏（駒沢大学）。非会員の方には、次号で寄稿していただくことに

なるので、無償で今回の年報をお渡しすることにしたい。 
２．２．２．２．奨励賞奨励賞奨励賞奨励賞    
候補者はいまのところ一人のみである。今年度はこれで審査プロセスに入ることとした。    
＜議論＞＜議論＞＜議論＞＜議論＞「「「「若手の奨励というのをやめて、一般化するという議論はしなくてもいいのか。

若手の奨励なら、論文レベルに下げるのはどうか」「一誰でも推薦していいというシス

テムになっているのが、それが誰も推薦しないということにつながっている。推薦の

仕組みを変えてはどうか」「『著書』を対象にするのなら、一定の水準を維持するため

にも、上限を上げて四十代前半くらいにしてはどうか」「論文については、年報とジャ

ーナルの所収論文を検討してはどうか」など種々の議論があった。 
３．『３．『３．『３．『ジャーナルジャーナルジャーナルジャーナル』（労働社会学研究）』（労働社会学研究）』（労働社会学研究）』（労働社会学研究）についてについてについてについて        編集委員会編集委員会編集委員会編集委員会((((山下山下山下山下))))    
＊ジャーナルには３人のエントリーがあった。応募期間終了後（７月過ぎ）の応募につい

ては受け付けない。今後のスケジュールは、予定通り（原稿締め切りが６月末～７月。年

末～１月発行予定）。夏休み中に査読をお願いすることになる。 
    

４．『４．『４．『４．『年報年報年報年報』』』』についてについてについてについて            編集委員会（白井）編集委員会（白井）編集委員会（白井）編集委員会（白井）    
（１）（１）（１）（１）今年度の年報の進行今年度の年報の進行今年度の年報の進行今年度の年報の進行    
シンポ報告者の原稿は７月一杯で依頼中。投稿原稿は２本（エントリー６本）。現在、査

読者に依頼中であり、７月中に査読終了、９月中に入校、年内発行という予定。今号の掲

載論文は、書評を入れて５～６本ぐらいになる予定。 



（２）（２）（２）（２）昨年度昨年度昨年度昨年度『年報』の『年報』の『年報』の『年報』の発行スケジュール発行スケジュール発行スケジュール発行スケジュール    
去年の年報が未発行である旨報告された。原稿入稿の遅れが理由ということではないの

で、出版社に確認したうえで、予定どおりの発行となるよう対処する必要がある。 
５５５５．．．．ＨＰの更新体制、会費等についてＨＰの更新体制、会費等についてＨＰの更新体制、会費等についてＨＰの更新体制、会費等について  
（１）ＨＰの更新体制・・・田中（事務局）（１）ＨＰの更新体制・・・田中（事務局）（１）ＨＰの更新体制・・・田中（事務局）（１）ＨＰの更新体制・・・田中（事務局）    
①メール配信名簿の不備＋ＨＰの更新作業の遅れによって、投稿アナウンスが届かない会

員が発生→メール配信では、登録漏れや所属変更など情報伝達手段として不徹底が生ずる

ため、ＨＰの更新（最低限）を励行することとした。現在は、鈴木玲会員にお願いし掲載

作業をしていただいている。 
②事務局で更新作業をするためには、ソフトの購入が必要（7000円弱）。→ソフト購入につ
いては幹事会で承認された。 
③会員名簿についても話題にあがり、名簿整備の必要性が確認された。 
 
（２）会費について（通信への明記及び表記の方法）・・・村尾（会計）（２）会費について（通信への明記及び表記の方法）・・・村尾（会計）（２）会費について（通信への明記及び表記の方法）・・・村尾（会計）（２）会費について（通信への明記及び表記の方法）・・・村尾（会計）    
①現在、通信には振込先の明記はあるものの、金額を明示していない。省力化のためにも、

金額提示が望ましい。 
②会計担当者から、会費の金額設定について指摘がなされ、「学生会員」の定義について次

のようにすることが了承された。 
 ・「学生」には博士課程修了者で専業非常勤をしている者を含む 
 ・学振ＰＤは「一般」扱いとする。 
・有給のポスドクについては、育英会の免除職に該当する給与水準の者のみ「一般」と 
する 

（３）新入会員について・・・田中（事務局）（３）新入会員について・・・田中（事務局）（３）新入会員について・・・田中（事務局）（３）新入会員について・・・田中（事務局）    
①一橋大学大学院社会学研究科修士課程 萩原久美子氏 
②筑波大学大学院人文科学研究科修士課程 ヨウ・ハイヨウ氏 
 
＜議論＞ 
＊紹介者がない場合の扱いは、慣例通り、代表幹事あるいは事務局で相談し、紹介者にな

るということになった。 
＊事務局から以下の問題提起がなされた。当幹事会開催がほぼ３カ月に１回であるため、

入会申込者が、投稿や大会報告を希望している場合は、入会手続きが間に合わない等の支

障が出てくる。そのため、申し込みがあった時点で幹事メールを通じて確認し、実質的な

入会手続きを行うこととした。 
 
Ⅲ．Ⅲ．Ⅲ．Ⅲ．次回の幹事会次回の幹事会次回の幹事会次回の幹事会    （研究会はありません）（研究会はありません）（研究会はありません）（研究会はありません）    
日時：９月３日（土）12時～14時 大会関連で議事が多いことを想定し、通常より開催



時間を 30分繰り上げているので注意してください！ なお、研究例会は行いません。 
場所：東洋大学 白山キャンパス ２号館３階 第１会議室 大学へのアクセス情報や

キャンパスマップは、下記をごらんください。http://www.toyo.ac.jp/campus/hakusan.html 
 

http://www.toyo.ac.jp/campus/hakusan.html

